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■
燃
え
尽
き
そ
う
な
Ａ
さ
ん

Ａ
さ
ん
の
担
当
す
る
校
務
分

掌
は
学
校
全
体
に
関
わ
る
教
務

主
任
と
い
う
仕
事
。
と
て
も
忙

し
い
上
に
、
産
休
に
入
っ
た
Ｃ

さ
ん
の
代
わ
り
が
見
つ
か
ら
な

い
た
め
、
Ａ
さ
ん
が
授
業
を
肩

代
わ
り
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
最
近
は
保
護
者
対
応
で
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
、
そ
の
対
応
も

重
な
っ
て
休
日
出
勤
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
腹
を
く
く
り
、
持
ち
前
の

ガ
ッ
ツ
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
ま

し
た
が
、
次
第
に
判
断
力
が
低

下
し
仕
事
の
効
率
も
あ
が
ら

ず
、
あ
る
朝
、
校
門
の
前
ま
で

来
た
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
一

歩
も
校
内
に
入
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■
管
理
職
の
理
解
が
安
心
感
に

ス
ト
レ
ス
は
仕
事
量
だ
け
で

は
な
く
、
職
場
の
人
間
関
係
か

ら
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
例
え

ば
仕
事
量
が
多
く
て
も
、
管
理

職
が
自
分
の
現
状
を
わ
か
っ
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ス
ト
レ
ス

と
は
感
じ
ま
せ
ん
。
し
か
し
管

理
職
の
理
解
が
な
い
と
、
仕
事

は
た
だ
辛
い
だ
け
の
も
の
に
な

り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
源
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
代
わ
り
の

教
員
を
探
す
の
が
困
難
な
今
、

教
務
主
任
の
よ
う
な
学
校
全
体

の
仕
事
に
関
わ
る
貴
重
な
人
材

を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、
管
理
職
だ
け
で
な

く
、
学
校
に
も
痛
手
で
す
。

管
理
職
は
部
下
を
理
解
し
、

育
て
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
学
校
経
営
の
責
任
者

で
も
あ
る
と
同
時
に
、
部
下
の

健
康
管
理
の
責
任
者
で
も
あ
る

の
で
す
。
日
頃
の
教
職
員
の
様

子
に
目
を
配
り
、
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
能
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

部
下
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

し
、
教
育
成
果
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
、
管
理
職
の
健
康
経
営

な
手
腕
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
）
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
「
休
む
こ
と
」
も
仕
事

同
じ
教
員
同
士
で
も
経
験
年

数
等
に
よ
っ
て
力
量
に
差
異
が

あ
る
の
は
当
然
で
す
。
学
校
現

場
で
は
成
果
主
義
や
勤
務
評
価

制
度
等
の
導
入
で
、
デ
キ
る
教

員
に
一
部
の
仕
事
が
集
中
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
前
述
の

教
務
主
任
の
よ
う
に
、
デ
キ
る

教
員
は
や
る
か
ら
に
は
良
い
結

果
を
出
そ
う
、
期
待
に
応
え
よ

う
と
辛
く
て
も
頑
張
り
続
け
て

し
ま
う
た
め
に
、
大
き
な
行
事

が
終
了
し
た
直
後
、
突
然
体
調

不
良
を
起
こ
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

１
人
職
で
、
代
わ
り
の
い
な

い
役
割
の
教
師
（
養
護
教
諭
・

栄
養
教
諭
や
教
務
主
任
等
）
ほ

ど
、
少
し
の
時
間
で
も
「
休
む

こ
と
」
が
大
切
で
す
。
日
本
で

は
仕
事
を
休
む
こ
と
に
罪
悪
感

を
覚
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
疲
れ
は
「
休
ま
な
い
と
病

気
に
な
る
よ
」
と
い
う
心
や
身

体
か
ら
の
サ
イ
ン
で
休
む
こ
と

も
仕
事
の
う
ち
で
す
。
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
休
み
が
取
り
や
す

い
職
場
に
な
る
か
を
み
ん
な
で

考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
良
い
結
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
」
と
自
分
を
追
い
詰

め
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

「
で
き
る
範
囲
で
や
れ
ば
い

い
」
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

物
事
の
受
け
止
め
方
や
考
え
方

（
認
知
）
を
変
え
る
だ
け
で
も

心
が
ず
い
ぶ
ん
軽
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
や
る
べ
き
こ
と
の

優
先
順
位
を
決
め
た
り
、
つ
ら

い
と
き
は
誰
か
に
頼
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
学
校
組
織
は
あ
な

た
が
休
ん
で
も
必
ず
代
わ
り
の

誰
か
が
仕
事
を
引
き
受
け
て
や

っ
て
く
れ
ま
す
か
ら
。
と
き
に

は
「
デ
キ
る
人
」
を
返
上
す
る

勇
気
も
大
切
で
す
。

■
３
か
月
休
ん
だ
Ａ
さ
ん

周
囲
に
説
得
さ
れ
、
よ
う
や

く
３
か
月
ほ
ど
休
ん
だ
Ａ
さ

ん
。
実
際
に
は
、
仕
事
の
こ
と

を
考
え
ず
に
ゆ
っ
く
り
休
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
か
月
目

か
ら
で
し
た
。
家
族
と
過
ご
す

時
間
が
増
え
、
少
し
ず
つ
食
欲

も
回
復
し
、
睡
眠
も
取
れ
る
よ

う
に
な
り
、
よ
う
や
く
職
場
復

帰
を
果
た
し
ま
し
た
。
復
帰
後

も
相
変
わ
ら
ず
仕
事
量
は
多
い

の
で
す
が
、
「
マ
イ
ベ
ス
ト
を

つ
く
せ
ば
い
い
（
で
き
る
範
囲

で
や
れ
ば
い
い
）」と
思
う
よ
う

に
心
が
け
、
仕
事
の
合
間
に
こ

ま
め
に
休
憩
を
入
れ
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
次
第
に
回
復
し
て

い
き
ま
し
た
。
管
理
職
も
Ａ
さ

ん
に
頼
り
き
り
だ
っ
た
こ
と
を

反
省
し
、
な
る
べ
く
仕
事
が
１

人
に
集
中
し
な
い
よ
う
学
年
や

同
じ
教
科
の
教
員
に
協
力
を
求

め
、
再
び
休
職
に
入
ら
な
い
よ

う
心
が
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
井
一
博
（
ど
い
か
ず
ひ

ろ
）
＝
順
天
堂
大
学
国
際
教
養

学
部

客
員
教
授

学
校
が
認
知
し
た
２
０
２
１
年
度
の
い
じ
め
の
件
数

は
小
・
中
・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
を
合
わ
せ
て

６１
万
５
３
５
１
件
、
重
大
事
態
件
数
は
７
０
５
件
で
、

ど
ち
ら
も
過
去
最
多
だ
っ
た
。
小
２
を
ピ
ー
ク
に
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ
減
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
、
文
部
科

学
省
が
先
ご
ろ
公
表
し
た
２
０
２
１
年
度
「
児
童
生
徒

の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関

す
る
調
査
結
果
」
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
い
じ
め
の

定
義
や
理
解
の
広
が
り
が
認
知
数
増
加
の
背
景
の
一
因

で
あ
る
と
文
科
省
は
分
析
。
【
４
面
に
続
く
】

い
じ
め
に
関
す
る
調
査
は

全
国
の
国
公
私
立
小
・
中
・
高

・
特
別
支
援
学
校
が
対
象
で

２
０
２
１
年
度
間
の
実
態
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
全

体
で
６１
万
５
３
５
１
件
、
１

０
０
０
人
当
た
り
で
は
４７
・

７
件
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
す

る
機
会
が
減
少
し
た
２
０
２

０
年
度（
５１
万
７
１
６
３
件
）

よ
り
２
割
近
い
９
万
８
１
８

８
件
の
増
加
だ
っ
た
。

認
知
件
数
を
学
校
種
別
に

す
る
と
小
学
校
は
５０
万
５
６

２
件
（
１
０
０
０
人
当
た
り

７９
・
９
件
）
、
中
学
校
９
万

７
９
３
７
件
（
３０
・
０
件
）、

高
等
学
校
１
万
４
１
５
７
件

（
４
・
４
件
）
、
特
別
支
援

学
校
２
６
９
５
件
（
１８
・
４

件
）
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
休
校
が
増
え

た
２
０
２
０
年
度
を
除
い

て
、
認
知
件
数
は
増
加
し
続

け
て
い
る
。
特
に
小
学
校
が

２
０
１
５
年
度
か
ら
急
増
。

１
０
０
０
人
当
た
り
で
は
２

０
１
３
年
度
１７
・
８
件
、
２

０
１
４
年
度
１８
・
６
件
だ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
２
０
１
５

年
度
２３
・
２
件
、
２
０
１
６

年
度
３６
・
５
件
な
ど
急
拡
大

し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
１２

月
文
科
省
か
ら
「
い
じ
め
の

認
知
件
数
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た

学
校
に
お
い
て
は
事
実
を
児

童
生
徒
や
保
護
者
向
け
に
公

表
し
、
認
知
漏
れ
が
な
い
か

を
確
認
す
る
こ
と
」
と
通
知

さ
れ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。

今
回
調
査
で
は
全
体
の
８

割
に
上
る
７９
・
９
％
（
前
猿

渡
７８
・
９
％
）
の
学
校
が
い

じ
め
を
認
知
。
１
校
当
た
り

１６
・
８
件
（
前
年
度
１４
・
１

件
）
に
相
当
。
最
も
割
合
が

髙
か
っ
た
の
は
小
学
校
で
８８

・
１
％
、
次
い
で
中
学
校
８３

・
２
％
、
高
等
学
校
５３
・
１

％
、
特
別
支
援
学
校
４２
・
７

％
の
順
だ
っ
た
。

学
年
別
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
小
学
２
年
の
１０
万
９
７

６
件
。
次
い
で
１
年
９
万
６

１
４
２
件
、
３
年
９
万
４
７

８
１
件
な
ど
小
学
校
低
学
年

が
多
く
、
学
年
が
上
が
る
の

と
ほ
ぼ
比
例
し
て
減
少
し
て

い
る
。

い
じ
め
の
内
容
別
に
分
類

す
る
と
、
各
校
種
と
も
「
冷

や
か
し
や
か
ら
か
い
、
悪
口

や
脅
し
文
句
、
嫌
な
こ
と
を

言
わ
れ
る
」
が
最
も
多
く
、

中
学
校
で
は
６２
・
２
％
、
小

学
校
・
高
等
学
校
も
６
割
近

か
っ
た
。
次
い
で
多
か
っ
た

「
軽
く
ぶ
つ
か
ら
れ
た
り
、

遊
ぶ
ふ
り
を
し
て
叩
か
れ
た

り
、
蹴
ら
れ
た
り
す
る
」
は

特
に
小
学
校
（
２５
・
０
％
）、

特
別
支
援
学
校
（
２４
・
１

％
）
、
中
学
校
（
１４
・
３
％
）

で
多
か
っ
た
。

他
の
校
種
に
比
べ
て
高
等

学
校
は
「
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
等
で
、
ひ
ぼ
う
・
中
傷

や
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る
」

（
１７
・
３
％
）
、
「
仲
間
は

ず
れ
、
集
団
に
よ
る
無
視
を

さ
れ
る
」
（
１５
・
８
％
）
な

ど
が
多
か
っ
た
。
「
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
等
で
、
ひ
ぼ

う
・
中
傷
や
嫌
な
こ
と
を
さ

れ
る
」
は
２
万
１
９
０
０
件

だ
っ
た
が
、
２
０
１
４
年
７

８
９
８
件
、
２
０
１
６
年
１

万
７
７
９
件
、
２
０
１
８
年

１
万
６
３
３
４
件
、
２
０
２

０
年
１
万
８
８
７
０
件
な
ど

毎
年
増
加
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２

１
年
に
か
け
、
大
学
生
が
受

け
た
授
業
は
３０
％
か
ら
５０
％

以
上
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
、
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
」

「
自
由
な
場
所
で
」
授
業
が

受
け
ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
た
反
面
、
対
面
授

業
よ
り
「
教
員
と
の
や
り
と

り
」
や
「
他
の
学
生
と
の
や

り
と
り
」
が
し
に
く
い
と
い

っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
今
年
２

月
、
文
部
科
学
省
が
全
国
の

大
学
生
１１
万
人
を
対
象
に
実

施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
「
全
国
学
生
調
査
」
か

ら
分
か
っ
た
。

調
査
は
学
生
目
線
で
大
学

や
大
学
教
育
の
改
善
に
活
用

す
る
目
的
。
参
加
同
意
の
あ

っ
た
５
８
２
大
学
の
学
部
２

年
生
と
４
年
生
が
対
象
の
試

行
実
施
で
、
１０
月
開
催
さ
れ

た
調
査
研
究
協
力
者
会
議
で

公
表
さ
れ
た
も
の
。

２
０
２
０
年
度
の
大
学
授

業
は
同
時
双
方
向
型
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
４
割
以
上
が
４８

％
だ
っ
た
が
、
２１
年
度
は
３５

％
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
は
２０
年
度
は
４

割
以
上
が
５２
％
だ
っ
た
が
２１

年
度
は
３０
％
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
受
け
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
、
対
面
授
業

と
比
べ
て
良
か
っ
た
点
は
、

同
時
双
方
向
型
で
は
「
自
由

な
場
所
で
授
業
が
受
け
や
す

い
」（
５１
％
）、「
自
分
の
ペ
ー

ス
で
学
習
し
や
す
い
」
（
３２

％
）
な
ど
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
で
は
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で

学
習
し
や
す
い
」（
７２
％
）
、

「
自
由
な
場
所
で
授
業
が
受

け
や
す
い
」（
６２
％
）
な
ど
が

多
か
っ
た
。
良
く
な
か
っ
た

点
は
「
他
の
学
生
と
の
や
り

取
り
が
し
に
く
い
」
（
同
時

双
方
向
型
４２
％
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
４０
％
）
、「
教
員
と
の

や
り
取
り
が
し
に
く
い
」

（
同
時
双
方
向
型
３６
％
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
型
４４
％
）
、「
レ

ポ
ー
ト
等
の
課
題
が
多
い
」

（
同
時
双
方
向
型
３２
％
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
型
３９
％
）
な

ど
。
さ
ら
に
「
疲
労
を
感
じ

や
す
い
」
も
多
く
、
同
時
双

方
向
型
で
４０
％
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
は
３２
％
に
上
っ
た
。

今
年
度
の
全
国
学
校
保
健

・
安
全
研
究
大
会
が
１１
月
１０

・
１１
日
、
岩
手
県
の
盛
岡
市

民
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ

た
。
大
会
主
題
は
「
生
涯
を

通
じ
て
、
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
育
む
健
康

教
育
の
推
進
〜
多
様
化
す
る

健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て

主
体
的
に
取
り
組
む
子
供
の

育
成
〜
」
。
文
科
省
、
岩
手

県
・
盛
岡
市
教
委
、
日
本
学

校
保
健
会
な
ど
主
催
。

初
日
の
全
大
会
で
は
学
校

保
健
・
安
全
の
功
労
者
表

彰
、
記
念
講
演
「
災
害
な
ど

で
傷
つ
い
た
子
供
の
回
復
支

援
と
心
の
健
康
教
育
」
（
兵

庫
県
立
大
学
大
学
院
減
災
復

興
政
策
研
究
科
特
任
教
授
・

冨
永
良
喜
氏
）
が
行
わ
れ

た
。【
講
演
の
概
要
は
５
面
】

今
年
度
の
学
校
保
健
・
学

校
安
全
表
彰
の
表
彰
者
は
学

校
医
６５
名
、
学
校
歯
科
医
４６

名
、
学
校
薬
剤
師
３４
名
、
校

長
２
名
、
保
健
主
事
１
名
、

養
護
教
諭
６
名
、
学
校
保
健

（
学
校
）
１５
校
、
学
校
安
全

（
個
人
）
２
名
、
学
校
安
全

（
学
校
）
１６
校
、
学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２９
団
体
の
各

氏
・
団
体
だ
っ
た
。

小
・
中
学
校
で
主
権
者
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
参
考

資
料
と
し
て
、
文
部
科
学
省

は
先
ご
ろ
指
導
者
用
の
冊
子

『
「
主
権
者
と
し
て
求
め
ら

れ
る
力
」
を
子
供
た
ち
に
育

む
た
め
に
』
を
作
成
し
た
。

内
容
は
理
論
編
と
実
践
編

で
構
成
。
理
論
編
で
は
主
権

者
教
育
が
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
に
つ
い
て
「
知
識

・
技
能
」
、
「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」
、
「
学
び

に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

の
３
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
次

の
通
り
整
理
す
る
。

「
知
識
・
技
能
」
＝
現
実

社
会
の
諸
課
題
（
政
治
、
経

済
、
法
な
ど
）
に
関
す
る
現

状
や
制
度
及
び
概
念
に
つ
い

て
の
理
解
／
調
査
や
諸
資
料

か
ら
情
報
を
効
果
的
に
調
べ

ま
と
め
る
技
能

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
」
＝
現
実
社
会
の
諸
課
題

に
つ
い
て
、
事
実
を
基
に
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、

公
正
に
判
断
す
る
力
／
現
実

社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
協
働
的
に
追
究
し
根

拠
を
も
っ
て
主
張
す
る
な
ど

し
て
合
意
を
形
成
す
る
力

「
学
び
に
向
か
う
力
・
人

間
性
等
」
＝
自
立
し
た
主
体

と
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
の

実
現
を
視
野
に
国
家
・
社
会

の
形
成
に
主
体
的
に
参
画
し

よ
う
と
す
る
力

実
践
編
で
は
小
・
中
学
校

の
校
種
別
に
、
社
会
科
・
特

別
活
動
と
の
連
携
に
よ
る
各

３
例
の
指
導
事
例
を
掲
載
し

て
い
る
。

２
０
１
５
年
の
公
職
選
挙

法
改
正
で
選
挙
権
年
齢
は
満

１８
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
さ
ら
に
２
０
１
８
年
の

民
法
改
正
で
、
民
法
上
の
成

年
年
齢
が
満
１８
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
た
め
１８
歳
か
ら
自

分
で
有
効
な
契
約
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

政
治
や
社
会
が
高
校
生
に
と

っ
て
身
近
に
な
り
、
今
ま
で

以
上
に
学
校
で
の
主
権
者
教

育
が
必
要
と
な
っ
た
。

２
０
２
０
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
閉
幕
後

に
疑
惑
の
遺
産
が

次
々
と
浮
上
。
組

織
委
員
会
元
役
員

を
巡
る
不
透
明
な
お
金
の
流

れ
を
ク
リ
ヤ
ー
に
で
き
な
け

れ
ば
、
２
０
３
０
年
冬
季
五

輪
招
致
を
は
じ
め
こ
れ
か
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
信
頼
だ

け
で
な
く
、
若
者
や
子
供
た

ち
の
夢
や
憧
れ
に
も
影
響
し

か
ね
な
い
▼
揺
れ
る
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
だ
が
、
先
月

引
退
を
表
明
し
た
平
昌
五
輪

の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子

５
０
０
メ
ー
ト
ル
金
メ
ダ
リ

ス
ト
・
小
平
奈
緒
さ
ん
の
存

在
は
一
服
の
清
涼
剤
に
思
え

た
。
来
年
か
ら
母
校
で
後
輩

の
指
導
に
当
た
る
と
い
う
境

地
に
つ
い
て
、
記
者
会
見
の

場
で
は
「
知
る
を
楽
し
む
」

と
語
っ
た
そ
う
だ
▼
小
平
さ

ん
の
子
供
の
頃
か
ら
の
勉
強

好
き
・
研
究
熱
心
は
有
名
。

練
習
や
合
宿
先
に
は
常
に
練

習
ノ
ー
ト
を
持
ち
歩
き
成
績

や
反
省
点
を
記
録
し
て
い
た

と
い
う
。
誰
か
の
た
め
で
な

く
自
分
の
た
め
に
と
い
う
純

粋
な
気
持
ち
の
先
に
ス
ポ
ー

ツ
が
あ
る
。
接
す
る
後
輩
達

に
も
き
っ
と
伝
わ
る
だ
ろ

う
。

いじめの内容別状況
特別支援
48.3%
7.0%
24.1%
6.8%
1.6%
3.9%

13.0%

7.8%
8.4%

高等学校
58.7%
15.8%
7.7%
3.0%
2.1%
4.8%

6.2%

17.3%
7.6%

中学校
62.2%
9.6%
14.3%
4.9%
0.8%
5.0%

8.1%

10.0%
3.5%

小学校
57.0%
12.4%
25.0%
6.3%
0.9%
5.1%

9.6%

1.9%
4.5%

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
仲間はずれ、集団による無視をされる
軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする
ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする
金品をたかられる
金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、
させられたりする
パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる
その他

いじめの認知件数の推移
2021

500,562

79.9

97,937

30.0

14,157

4.4

2,695

18.4

615,351

47.7

上段：認知件数

下段：1000人当たり認知件数

2020

420,897

66.5

80,877

24.9

13,126

4.0

2,263

15.9

517,163

39.7

2019

484,545

75.8

106,524

32.8

18,352

5.4

3,075

21.7

612,496

46.5

2018

425,844

66.0

97,704

29.8

17,709

5.2

2,676

19.0

543,933

40.9

2017

317,121

49.1

80,424

24.0

14,789

4.3

2,044

14.5

414,378

30.9

2016

237,256

36.5

71,309

20.8

12,874

3.7

1,704

12.4

323,143

21.8

年度

小学校

中学校

高等学校

特別支援
学校

計

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

食育・学校給食………………………………………２面
都内からハイブリッド開催された全国学校給食研究

協議大会から、学校経営と栄養教諭を中心にした食育
の推進体制について協議した第４分科会の概要をまと
めた。

食育特集………………………………………………３面
食育では「家庭教育ファーストとなる」と語る、農

水省・食育推評価専門委員会座長で第４次「食育推進
基本計画」策定に携わった服部幸應・服部栄養専門学
校校長に、同計画と食育のポイントを聞いた。

学校保健・学校安全…………………………………５面
岩手県でオンライン開催された全国学校保健・安全研
究大会の記念講演では、子供のストレスとＰＴＳＤ発
症の経緯や対処方法などの説明があった。

教育旅行・ＳＤＧｓ……………………………６・７面
Ｗｉｔｈコロナのもと、感染症対策に取り組みなが

らの教育旅行が実施されているなか、航空機を使った
中学校の修学旅行の報告会が横浜市内で開催。北海
道、九州、沖縄への実施経緯などが語られた。

学校図書館特集………………………………………８面
全国ＳＬＡの学校読書調査によると、１か月間の平

均読書量は小学生が１３．２冊で過去最多、中学生は
４．７冊、高校生は１．６冊だった。１人１台端末は行
き渡ったが、電子書籍の読書傾向に大きな変化は見ら
れなかった。

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

神楽月・雪待月

月曜日

■KKS Webはこちら→

小 雪（１１／２２）
勤労感謝の日（１１／２３）
感 謝 祭（１１／２４）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和４年）

第 ２ ２ ２ ３ 号

21月

2022年
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小
２
が
ピ
ー
ク
１０
万
件
に

文
科
省
調
査

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題

いじめの認知件数が過去で最多

大
学
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業

が
定
着

自
由
な
反
面
対
話
不
足
も

学
校
保
健
・
安
全
研
究
大
会

岩
手
・
盛
岡
で
開
催

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第９０回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

（１） ２０２２年（令和４年）１１月２１日（月曜日）

「
マ
イ
ベ
ス
ト
」と
い
う
考
え
方
も

小
・
中
学
校
向
け
事
例
収
録

主
権
者
教
育
の
資
料
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